泳合会水泳部ＯＢ／ＯＧの皆様へ

　日中汗ばむような季節となりましたが、皆様におかれましてはご健勝の事と存じ上げます。今年もこの会報をお送りさせていただく季節＝シーズンインになりました。今回の目標は、昨年逃した全国大会優勝を取り戻すことです。昨年優勝していれば最多優勝校となっておりましたが、なんとか総合3位を死守するだけで精一杯でした。今年は新戦力も入り、再び頂点を目指したいと思います。いろいろとご報告があります。是非、最後まで目を通していただけると幸甚です。

＜活動報告＞

　平成23年度の全国高専大会は、千葉県で行われました。東日本震災以降初めての大会だったので、宿敵の福島高専のことを心配しながらの参加でした。それでも全国３連覇もかかっており、気の抜けた状態ではなく万全を期して望みました。残念ながら結果は、連覇できず３位を死守するのが精一杯というか、予想以上に他校が力をつけていました。今回優勝した松江高専は、昨年まで10位までにも入っていないと思います。そんなチームがいきなり優勝をさらっていきました。また、２位も少しずつですが目が出てきていた鈴鹿高専でした。福島高専は、実は神戸と同点でしたが、メドレーリレーを失格しているのでリレー得点の多いほうが上位というルールにより神戸が３位となったまでで、実は神戸は４位が本当の順位でありました。

　　　　　平成23年度　全国高専大会水泳競技（千葉大会）総合３位　

　　　　　　　　　　　　2005年　準優勝（1点差）　　　　　    優勝は福島高専

　　　　　　　　　　　　2006年　優勝（30点近くの大差）　     準優勝は福島高専

　　　　　　　　　　　　2007年　優勝（3点差）　              準優勝は福島高専　　
　　　　　　　　　　　　2008年　準優勝（ﾘﾚｰで逆転1点差負け）優勝は福島高専

　　　　　　　　　　　　2009年　優勝（3点差）　　　　　      準優勝は福島高専

  　　　　　　　　　　　2010年　優勝（47点差ﾀﾞﾌﾞﾙｽｺｱｰ） 　　 準優勝は福島高専

　　　　　　　　　　　　2011年　３位（松江78点　鈴鹿68点　神戸58点）　
総合については残念な結果でしたが、女子には明るいニュースがありました。１年生の川上さんが100ｍ平泳ぎを1分15台で泳ぎ、大会新記録で優勝しました。また、この大会から女子のリレーが学校別で正式種目になり（得点加算はされません）選手３名とマネージャーで挑み惜しくも２位となる検討をしました。女子は今年もこのメンバーは残っており、１位だった鶴岡は５年生が２人抜けるはずです。（女子は新入生が１名入っていますので、しばらくはリレーが組める状態です。）競技結果は、木更津高専のHPから全国大会へ移っていけますので、そちらで神戸高専の学生の記録を見てあげてください。特に最後の年ということで、５年生の検討が光りました。
１．ご寄付に関する報告

毎年多くの方々からご寄付をいただき、本当に感謝しております。下記に会計を掲載しておきます。寄付金につきましては、本年もこの会報の郵送代や学生の活動に支援させていただきました。学生も部費を毎月出したり、マスターズ大会の運営を手伝ったり、初心者水泳教室での謝礼を部費に組み入れたり、高専祭での儲けを部費に組み入れたりして自分達でも部費作りを行っています。
本年もＯＢの方々で寄付ご賛同いただけるようでしたら、ご協力御願いしたいと思います。尚、強制ではございません。金額についてもご寄付についても余裕ある時に御願いできたらと考えています。主旨ご理解いただき、水泳部のご支援をお願いいたします。

　郵便局　　　　記号－１４３６０　  　番号－４２１０２４１　名義－神戸高専水泳部

　三井住友銀行　神戸学園都市出張所　　普通－３５３７６８４　　名義－神戸市立工業高等専門学校水泳部

 平成23年度　水泳部収支決算報告書

　＜収入の部＞           　　　　＜支出の部＞
　繰越金･･････407904円　　　　ドーム補習費････････30000円
　ＯＢ寄付････216000円　　　　会報切手代･･････････16160円
　利子･･･････････ 40円　　　　全国援助金･･････････115000円（23名5000円）
　　　　合計　623944円　　　　追いｺﾝ援助･･･････････20000円　

　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    合計　181160円
＜平成23年度残高＞　　　繰り越し金　442784円

２．水泳部活動状況

1）新入部員12名が（新入生男子11名・新入生女子1名）入りました。現在の部員総勢は、専攻科生4名・5年生3名（うち女子1名）・4年生6名・3年生8名（うち女子1名）・2年生9名（女子2名）・1年生12名（女子1名）の総勢42名です。まだ、この後2名が入りそうで大所帯になっています。新一年生に、兵庫県中学ランキング上位者が数名加わっています。全国高専大会だけでなく、県高校総体でも十分に活躍できる学生です。良い報告が出来るよう、指導したいと思います。ご期待ください。顧問については、引き続き田口秀文（機会工学科）亀屋恵三子（都市工学科）寺田雅裕（一般科体育）です。また、新採用で来られた若い柴原誠（機械工学科）も加わり４名で頑張ります。

2）昨年に続き、兵庫県のスポーツ表彰金賞・神戸市のスポーツ表彰やユース賞など、　

　数々の表彰式に参加しました。
3）平成23年度近畿高専大会は、総合優勝10連覇することができました。
　　4）平成24年度大会日程

　　　6月2日

　　　
神戸市立高校大会（神戸市立須磨翔風高校）

　　　6月3日


県学生選手権（ポートアイランドプール）

　6月22・23・24日

県高校総体（ポートアイランドプール）

　6月30日７月1日

国公立関西大学選手権（未定）

　　　7月8日　　　　　 
近畿高専大会（舞鶴高専プール）

　　　7月27・28・29
　 
関西学生選手権（大阪）

　　　8月4･5日


県選手権＆国体予選（ポートアイランドプール）

8月9･10日　
     
神戸市高校大会（ポートアイランドプール）

　　　8月11日　         
水泳部ＯＢとの交流会（神戸高専）13：00～　予定
　　　8月26日　
     
全国高専大会（広島県　広島ビックウェーブ水泳場）

　　　9月8・9日　      
県高校Ｊｒ大会（ポートアイランドプール）

３．水泳部OB交流会

　今年度のOB会の連絡があり、お盆前かもしれませんが、この日に決定しました。係りの大智（おおち）君より追って連絡があると思います。多くの方々の参加をお待ちしております。よろしくお願いいたします。
４．連絡

　OBへの連絡方法として、水泳部のHPを作成しています。ただし、ほとんど更新出来ていません。すみません。裏神戸高専水泳部HPというのもあるようですよ。
　　水泳部のホームページ　　http://www.kobe-kosen.ac.jp/groups/swim/
　　　　OB専用のページのパスワードは、「maikodai」です。

５．お願い

　近年、年々水泳部を希望してくる学生が増えています。それとともに、家庭的に厳しい学生も増えています。皆さんもご存知の通り、神戸高専宿泊規定では、代表に選ばれている選手の宿泊と片道の交通費しか出ません。また、その宿泊も新神戸に21時に帰ってくることができたら宿泊できないシステムになっており、それが市役所の事務職員の規定だそうですが、そこから川西市や小野市に帰る水泳部の学生は試合に疲れ、帰り着くのは12時前ということもあり、自腹で帰りの交通費と宿泊をしています。水泳部員の数名は、奨学金などを利用している学生がいます。できるだけ個人負担の軽減を考えております。今年度の繰越金につきまして若干多めにありますので、例年よりも多く援助しようと考えております。主旨ご理解ください。

６．その他

　この会報はＯＢと在校生をつなぐものです。何か良い情報や、皆様に連絡をしてほしいことなどございましたら、下記のメールアドレスにご連絡下さい。ただし、年に１回の会報誌ですから、タイムリーな話題を提供することは不可能ですが・・・。

                  terada@kobe-kosen.ac.jp

　
７．私の独り言　

　今年はオリンピックの年です。そしてその後にパラリンピックが同じロンドンであります。私は１年前より、そのパラリンピック水泳の日本代表監督に内定しています。特に最近は忙しく、練習を見てやれる暇もありません。最初に「優勝奪還だ!」なんて書いていますが、実はその時期はすでにロンドンです。実質、学生だけで全国高専を戦うことになるでしょう。昨年に就任の依頼が来たときに、この３月に卒業した５年生と今の５年生に打診をしました。この２年間は、色々な意味で「君たちだけで戦うことになり、チームをまとめていかないといけないが、それぞれの最後の年に不在の可能性があるが、どうだろうか?」と問いかけました。昨年は全国大会にはいましたが、その直前までカナダパラパンパシフィック大会にやはり監督として10日間ほど不在で、最後の調整も学生だけでやりました。今年は、やはり全国大会の10日前からロンドンです。彼らは「光栄なことですから･･･」と言ってくれましたが、本心は不安だということが最近わかりました。

　昨年も書きましたが、神戸市内の中学水泳部が激減し、その生徒達の受け入れ場所として教育委員会と手を組み「神戸高専、水泳拠点校」として中学生を受け入れています。実は5年生の増田（高校3年次インターハイ出場）も昨年高専大会で優勝した川上さんも、この拠点校生でした。そして、今年入った有望な学生も拠点校生です。蒔いた種が実を結んできました。その拠点校生も今年は44名まで膨れ上がっています。中学校やスイミングの中で、「神戸高専の水泳部拠点校はよい経験できるよ」って噂になっているようです。ここ2年は一度も練習メニューを作成したことがありません。中学生を相手しているのは、当然うちの学生です。
　昨年の独り言は、ちょっと最近の学生への不満でした。今年は、彼らも成長しているし、人を育てる（拠点校の中学生）ことで、自分たちのチームの良さをアピールできているんだと実感しました。当然、私が指導者としてここにいることは大きいと思いますが、高専水泳部の部員も昨年より10名も増え、拠点校生も15名程度も増えているのは、きっと水泳部員の良い評判があるように感じます。
　指導者である私が余り見てやれない分、水泳部の卒業生の皆さんの力をお借りしたいと思います。全国高専大会には、少し遠いですが見に行ってやってください。たまに学校に来ていただき、社会の厳しさを教えたり、コミュニケーションを取ったりしてやってください。挨拶もできないかもしれませんが････。そのときはしかってください。
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